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我
が
国
国
民
が
韓
国
の
法
的
手
続
き
に
従
っ
て
竹
島
を
訪
問
す
る
こ
と
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
に
関
す
る
質

問
主
意
書

一

島
根
県
に
属
す
る
竹
島
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
も
の
の
、
韓
国
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
と
承

知
す
る
が
、
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

二

本
年
八
月
一
日
、
我
が
国
の
国
会
議
員
三
名
が
、
韓
国
の
鬱
陵
島
を
視
察
す
る
目
的
で
韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
金
浦
空
港
に
到

着
し
た
際
、
韓
国
側
に
入
国
を
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
。
右
に
対
す
る
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

三

我
が
国
国
民
が
、
韓
国
の
法
的
手
続
き
に
従
っ
て
竹
島
を
訪
問
す
る
こ
と
は
、
政
府
、
特
に
外
務
省
の
立
場
と
相
容
れ
な

い
も
の
と
考
え
る
が
、
右
の
認
識
に
間
違
い
は
な
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

四

我
が
国
国
民
が
韓
国
の
法
的
手
続
き
に
従
っ
て
竹
島
を
訪
問
す
る
こ
と
は
自
粛
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
認
識

に
間
違
い
は
な
い
か
。

五

竹
島
問
題
と
並
び
、
我
が
国
が
抱
え
る
も
う
一
つ
の
領
土
問
題
で
あ
る
北
方
領
土
に
関
し
て
は
、
我
が
国
国
民
が
ロ
シ
ア

の
法
的
手
続
き
に
従
っ
て
北
方
領
土
を
訪
問
す
る
こ
と
の
自
粛
を
訴
え
た
閣
議
了
解
が
こ
れ
ま
で
四
度
（
一
九
八
九
年
九
月

十
九
日
、
一
九
九
一
年
十
月
二
十
九
日
、
一
九
九
八
年
四
月
十
七
日
、
一
九
九
九
年
九
月
十
日
）
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

一



し
、
竹
島
に
関
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
閣
議
了
解
は
な
い
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

六

菅
�
人
内
閣
と
し
て
、
可
及
的
速
や
か
に
我
が
国
国
民
が
韓
国
の
法
的
管
轄
に
従
う
形
で
竹
島
へ
渡
航
す
る
こ
と
の
自
粛

を
求
め
る
閣
議
了
解
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


